
市民の暮らしにかかわる重要な政策は、市

長が提案したものを議会にはかり、決定されま

す。議会が同意しなければ市長は議案を実行

することはできません。市長も議員も選挙で市

民の負託を受けて当選しているので、市民の意

思を市政に反映させる使命があります。市政の

主人公は市民なのです。

地方分権が進展し自治体の裁量権が拡大す

る中で、自治体の役割と責任が重くなっていま

す。市民にとって市長と議会が緊張感を持って

競い合い、協力し合ってより良い政策を決定し、

実行するかどうかがくらしに大きく影響します。

平成21年1月、ある市議会議員からの市職員

への働きかけが問題となり、これを機に議員そ

れぞれが議会の役割を自覚し、公益に資する

立場から、自らを厳しく律し、市民の市議会に

対する信頼を回復することを誓った「議員の政

治倫理に関する決議」を行いました。

これに続いて、「議会

の改革」が必要との全

議員の合意の下に「議

会改革特別委員会」を

設置し、翌平成22年に

は佐倉市議会の在り

方を定めた「佐倉市議

会基本条例」を制定したのです。

基本条例には、多様な意見を反映するために

活発に議論することの必要が掲げられていま

すが、現実の議会では一人会派となった日

本共産党、新社会党、民主党、は代表者会

議にも議会運営委員会にも出席できず、発

言の機会がありません。「議会改革推進委

員会」にはオブザーバーで参加していまし

たが、これへの参加も拒否したのが大会派

です。次の選挙では必ず議席を増やして、

議会の民主的な運営のために発言したい

と思います。
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市議会議員 萩原陽子

佐倉市議会総務常任委員会(３月

19日14時45分開会)を傍聴しました。

委員会では、「市庁舎建設基金

条例の一部改正」「庁舎改築・改

修計画に市民の声を反映する場を

求める」陳情が採り上げられまし

た。

会議では、市民ネット以外は一

言の発言もなく、さくら会２人、

公明党、みんなの党、民主党の５

人が反対し不採択となりました。

陳情は、市民の大切な資産であ

る市庁舎問題に市民の意見反映を

求めたもので極めて理にかなった

ものと思います。議会条例には

「市民に公平・公正に説明責任を

果たす」とあり、態度表明の理由

を語らず、ただ反対の手を上げる

だけでは議員の責務を果たしてい

るとは言えません。

みなさん、もっと議

会を傍聴して議員の実

態を確かめましょう。
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少数会派の意見を反映するべき


